
洋
治
気
付
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

（
入
会
方
法
）
会
費
一
年
三
千
円
。
振
替
番
号
大
阪
一
’
二
七
六
四
五

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
事
務
局

（
機
関
誌
）
『
医
讓
』
（
当
分
年
一
冊
の
予
定
、
現
在
復
刊
五
十
五
号
ま
で
刊

行
）（

機
関
紙
）
『
関
西
支
部
だ
よ
り
』
（
不
定
期
、
年
二
’
三
回
、
現
在
八
号
ま

で
刊
行
）

（
大
会
）
春
秋
二
回
を
原
則
と
す
る
。
主
と
し
て
一
般
演
題
の
発
表
。
昭
和

六
十
三
年
は
七
月
九
日
（
土
）
・
十
日
（
日
）
、
津
山
市
に
て
。
十
一
月
十
二

日
（
土
）
・
十
三
日
（
日
）
、
大
阪
市
に
て
（
医
学
史
研
究
会
と
共
催
）
・
例

会
・
見
学
会
な
ど
は
最
近
は
実
施
し
て
い
な
い
。

（
長
門
谷
洋
治
）
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瓦
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．
掌
軍
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８
異

郷
型
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砿
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塞

廊
鐸
恥
吾
壺

■
亨
竃
深
ム

巳
脚
と
少

上
人
里
１

み
昭
亭
ダ

胆
晶
畠
同

』
堂
牡
臓

軒
■
律
Ｔ

月
国
別
五

判
弁
・
器
訂

ｒ
雰
昼
謡
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本
会
は
昭
和
五
十
四
年
五
月
県
医
師
会
の
一
分
科
会
と
し
て
発
足
し
、
同

年
五
月
第
一
回
総
会
で
会
則
等
を
定
め
、
会
長
に
中
川
長
一
氏
を
推
挙
し

た
。

現
会
長
土
屋
重
朗
、
副
会
長
舟
木
茂
夫
、
会
員
は
四
十
五
名
。
運
営
は
会

員
会
費
と
県
医
師
会
助
成
金
（
年
九
万
円
）
で
賄
っ
て
い
る
。

事
務
所
（
連
絡
場
所
）
は
静
岡
県
医
師
会
事
務
局
（
静
岡
市
鷹
匠
三
丁
目

六
’
三
・
電
話
○
五
四
二
’
六
四
’
六
一
五
一
）
分
科
会
係
内
に
あ
る
。

本
会
は
県
医
師
会
の
分
科
会
で
あ
る
の
で
県
医
会
員
な
ら
誰
で
も
入
会
で

き
る
が
、
医
師
会
員
で
な
く
て
も
県
医
史
に
興
味
を
持
ち
、
年
会
費
を
納
め

た
者
な
ら
誰
で
も
会
員
に
な
れ
る
。
会
費
は
年
会
費
二
千
円
、
入
会
金
不

要
、
入
会
希
望
者
は
年
会
費
を
添
え
て
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業

（
具
体
的
に
）
を
書
き
医
史
学
懇
話
会
入
会
希
望
と
記
入
し
て
前
記
事
務
所

へ
現
金
書
留
郵
便
ま
た
は
郵
便
振
替
（
名
古
屋
六
’
八
五
四
一
三
、
静
岡
県

医
史
学
懇
話
会
）
で
申
し
込
ま
れ
た
い
。

機
関
誌
は
「
会
誌
」
を
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
創
刊
号
を
、
以
後
毎
年
十

二
月
に
一
回
宛
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
総
会
記
事
・
論
文
・
探
訪
会
報

告
・
そ
の
他
会
の
動
き
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
の
処
経
費
の
関
係
で
さ
さ

や
か
な
小
冊
子
で
あ
る
。

総
会
は
毎
年
六
月
に
研
究
発
表
会
を
兼
ね
て
開
催
、
十
月
に
は
毎
年
県
内

一
研
究
会
一

ノ
ー
ノ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
１
Ｊ
、
ｆ
１
Ｊ
Ｉ
１
く
ｊ
Ｉ
Ｊ
ｌ

静
岡
県
医
史
学
懇
話
会

～
Ｉ
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市
町
村
等
の
地
域
の
医
史
探
訪
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
は
会
員
共
同

研
究
会
、
他
団
体
と
の
共
同
講
演
会
・
顕
彰
会
等
も
行
な
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。参

考
ま
で
に
研
究
発
表
会
お
よ
び
会
誌
に
発
表
し
た
主
な
論
文
を
紹
介
し

し
‐
｛
矛
ｈ
／
◎

戸
塚
静
海
と
そ
の
一
族
の
史
跡
（
舟
木
茂
夫
）
・
明
治
二
十
五
年
掛
川
で

行
わ
れ
た
帝
王
切
開
術
（
中
川
長
一
）
・
柏
原
学
而
の
牛
病
新
書
に
つ
い
て

（
土
屋
重
朗
）
・
日
坂
宿
に
シ
ー
ポ
ル
ト
を
訪
ね
た
医
師
に
つ
い
て
（
舟
木
）
・

県
立
掛
川
病
院
創
業
事
情
（
中
川
）
・
玄
聖
講
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
（
舟

木
）
・
掛
川
藩
の
医
事
医
療
施
設
（
須
貝
文
書
か
ら
）
（
岩
崎
鉄
志
）
・
種
痘

を
め
ぐ
る
地
域
史
料
（
川
田
文
書
か
ら
）
（
舟
木
）
・
保
全
病
院
と
富
士
病
院

（
土
屋
）
・
坪
井
信
道
と
静
岡
病
院
（
津
田
進
三
）
α
江
戸
中
期
の
思
想
家
安

藤
昌
益
に
つ
い
て
（
堀
覚
）
・
保
全
病
院
の
規
則
（
土
屋
）
・
槙
日
記
（
芹
沢

武
男
）
・
戸
塚
静
海
と
種
痘
（
舟
木
）
・
静
岡
県
初
期
の
新
聞
と
医
史
（
土
屋
）

・
掛
川
藩
の
洋
学
（
舟
木
）
適
塾
門
人
本
間
恒
哉
と
は
（
舟
木
）
・
林
紀
と

。
く
り
の
暮
（
土
屋
）

な
お
秋
の
医
史
跡
探
訪
も
県
内
主
要
都
市
は
ほ
と
ん
ど
廻
り
、
そ
れ
ぞ
れ

多
く
の
成
果
を
お
さ
め
た
。

（
土
屋
重
朗
）

（
沿
革
）
京
都
に
は
江
戸
時
代
か
ら
医
学
史
研
究
の
伝
統
が
あ
っ
た
。
黄
川

道
祐
は
本
邦
最
初
の
医
学
史
書
と
い
わ
れ
る
『
本
朝
医
考
』
（
寛
文
三
年
）

京
都
医
学
史
研
究
会

を
、
ま
た
畑
維
龍
は
『
皇
国
医
林
伝
』
（
文
政
五
年
）
を
だ
し
た
。

明
治
以
降
も
竹
岡
友
仙
は
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
（
明
治
廿
六
年
創
刊
）

を
通
じ
て
医
学
史
啓
蒙
を
行
い
、
そ
の
子
息
の
友
三
は
『
医
家
人
名
辞
書
』

（
昭
和
六
年
）
を
刊
行
し
た
。
ま
た
京
都
大
学
病
理
学
教
授
藤
浪
鑑
（
慶
応

大
学
藤
浪
剛
の
令
兄
）
は
医
学
史
に
理
解
が
深
く
、
特
に
富
士
川
勝
と
の
友

情
に
よ
っ
て
富
士
川
文
庫
約
一
万
冊
が
京
大
へ
寄
贈
さ
れ
た
（
大
正
五
年
）
。

昭
和
初
期
、
佐
伯
理
一
郎
・
川
井
銀
之
助
ら
は
日
本
医
史
学
会
の
初
期
の

同
人
で
あ
っ
た
。
大
戦
前
後
よ
り
大
矢
全
節
・
阿
知
波
五
郎
ら
は
、
大
阪
の

中
野
操
・
三
木
栄
ら
と
共
に
杏
林
温
故
会
を
結
成
し
、
戦
後
は
日
本
医
史
学

会
関
西
支
部
と
改
組
し
て
上
方
を
中
心
と
し
て
盛
ん
に
医
学
史
研
究
を
行

い
、
『
医
謹
』
を
発
刊
し
、
更
に
現
在
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
京
都
に
と
っ

て
も
幸
運
で
あ
っ
た
。

戦
後
京
都
に
お
け
る
医
学
史
的
事
業
の
主
な
も
の
を
列
記
す
る
。
昭
和
二

十
五
年
五
月
、
京
都
府
医
師
会
は
京
都
種
痘
術
創
始
百
周
年
記
念
祭
を
行
っ

て
日
野
鼎
哉
の
功
を
顕
彰
し
た
。
昭
和
三
十
年
四
月
、
第
十
四
回
日
本
医
学

会
総
会
の
際
に
、
京
都
国
立
博
物
館
で
〃
医
学
に
関
す
る
美
術
資
料
展
〃
が

開
催
さ
れ
、
『
医
学
に
関
す
る
古
美
術
聚
英
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
三
十

八
年
四
月
、
山
脇
東
洋
二
百
年
祭
に
当
り
、
京
都
府
医
師
会
館
に
於
て
展
示

会
及
び
講
演
会
を
開
い
た
。
昭
和
五
十
年
四
月
、
第
十
九
回
日
本
医
学
会
総

会
に
協
賛
し
て
、
京
都
府
医
師
会
主
催
の
〃
京
都
の
医
学
史
展
〃
を
府
立
資

料
館
で
開
催
し
た
。

つ
い
で
医
家
先
哲
顕
彰
の
機
運
に
の
っ
て
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
に
は
山

脇
東
洋
観
臓
記
念
碑
を
解
剖
の
場
所
で
あ
る
京
都
感
化
保
護
院
の
前
庭
に
建

立
し
た
。
翌
五
十
二
年
九
月
、
賀
川
玄
悦
二
百
年
祭
に
当
り
顕
彰
碑
を
玉
樹
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